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　 ２月1 3 日 ( 木 ) 、シン 鹿 島 に お いて会 員 約 12 0 名 が 参 加 の もと、令 和６年 度
新 春 会 員 交 流 大 会 が 盛 大 に 開 催 さ れ まし た 。  
　 第１部 で は 、( 公 財 ) 東 北 活 性 化 研 究 センター の 瀬 戸  勇 氏 か ら「 地 域 全 体
の人 材 確 保 を 考 える ～ 今ど き の 若 者 の 意 識 か らリスキリング ま で ～」と 題し
て 若 者（ 特 に 女 性 ）が 考 えて い ることと 企 業 や 地 域 の 対 応 に は 大 き な ギ ャッ
プ が あ るという大 変 貴 重 なご 講 演 を い た だ きまし た 。
　 第２部 で は 、立 食 形 式 に より、会 員 相 互 の 和 や か な 交 流 会 を 行 いまし た 。
大 抽 選 会 に は 4 6 事 業 所 か ら1 0 0 を 超 える 景 品 の ご 協 賛 を い た だ き、大 い に
盛 り上 がり、会 頭 賞 に は 紺 野 竜 一 様（ ( 株 ) セイビ ）が 当 選し まし た 。
　 会 員 の 皆 さ ま の ご 参 加・ご 協 賛 、誠 に ありが とうご ざ いまし た 。

撮影場所：シン鹿島　　撮影日：2025年2月13日…　6

令和６年度新春会員交流大会 開催

…　2

名刺交換と大抽選会で盛り上がる

笑顔あふれる会員交流大会！

経営課題・販売促進 
に関するアンケート 
調査報告書

わが社のイチ推し 

　　シン鹿島　　　
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０
２
４
年
は
、
世
界
経
済
が
23
年
ま
で
続
い
た 

‶
荒
波
〟
を
よ
う
や
く
乗
り
越
え
た
年
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
の‶

荒
波
〟
と
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
か
ら
始
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に

よ
る
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
危
機
、
イ
ン
フ
レ
率
の

急
上
昇
、
そ
れ
に
続
き
世
界
各
国
で
同
時
進
行
し
た
金
融

引
き
締
め
な
ど
で
あ
る
。
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に

よ
る
と
、
24
年
の
世
界
経
済
は‶

荒
波
〟
が
消
え
、
「
非

常
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

（
回
復
力
が
あ
る
状
態
）
で
あ
り
、
イ

ン
フ
レ
率
が
目
標
水
準
に
回
帰
し
て
い
く
中
、
成
長
率
は
安

定
的
に
推
移
し
て
い
る
」
（
24
年
4
月

「
世
界
経
済
見
通

し
」）
と
い
う
。
24
年
10
月

「
世
界
経
済
見
通
し
」
で
も
、

総
じ
て
世
界
の
イ
ン
フ
レ
率
が
低
下
す
る

（
世
界
の
総
合
物

価
上
昇
率
の
年
間
平
均
値
は
23
年
の
６
・
７
％
か
ら
24
年
は

５
・８
％
に
低
下
す
る
）
た
め
、世
界
経
済
の
成
長
率
は

「安

定
的
に
推
移
」
す
る
と
し
て
お
り
、24
年
と
25
年
は
と
も
に
、

３
・２
％
の
成
長
率
に
な
る
と
予
想
し
た
。

　

国
・
地
域
別
に
主
要
地
域
の
24
年
の
景
気
動
向
を
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

（
前
期
比
年
率
）
で
振
り
返
る
と
、
米
国

は
金
融
引
き
締
め
の
効
果
に
よ
り
、
年
初
１
～
３
月
期
に

前
期
比
年
率
２
％
を
割
り
込
ん
で
減
速
し
た
が
、
４
～
６

月
期
以
降
は
３
％
程
度
の
拡
大
と
な
っ
た
。
夏
に
雇
用
統
計

の
悪
化
を
受
け
て
景
気
後
退
懸
念
が
強
ま
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
の
経
済
指
標
の
結
果
か
ら
米
国
景
気
の
堅
調
さ
が
確

認
さ
れ
、
金
融
市
場
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
こ
と
な

ど
が
背
景
に
あ
る
。

州

（
ユ
ー
ロ
圏
）
は
23
年
の
停
滞

（
ゼ
ロ
成
長
）
を

脱
し
、
２
％
近
い
成
長
率
ま
で
持
ち
直
し
て
き
て
い

る
。
欧
州
中
央
銀
行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
は
イ
ン
フ
レ
の
減
速
を
受

け
て
利
下
げ
を
開
始
し
、
欧
州
域
内
の
経
済
を
下
支
え
し

た
こ
と
が
一
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
経
済
に
目
を
向
け

る
と
、
自
然
災
害
や
自
動
車
の
工
場
稼
働
停
止
、
実
質
賃

金
の
回
復
の
遅
れ
な
ど
も
あ
っ
て
停
滞
感
が
強
か
っ
た
。

　

24
年
の
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
▲
０
・
１
％
と
、
ド

イ
ツ
の
▲
０
・
２
％
に
次
ぐ
、
主
要
７
カ
国
の
中
で
２
番
目
に

低
い
成
長
率
に
な
る
見
込
み
だ
。
こ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、

訪
日
外
客
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
中
国
の
景
気
減
速
な

ど
を
背
景
に
中
国
人
訪
日
客
数
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。
他
方
、
賃
金
・
物
価
上
昇
の
持
続
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
受
け
、
日
本
銀
行
は
利
上
げ
を
実
施
す
る
な
ど
金
融

政
策
の
正
常
化
が
進
ん
だ
。

国
の
24
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
政
府
成
長

率
目
標

（
５
・
０
％
前
後
）
を
達
成
し
た
。
不
動

産
不
況
が
継
続
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
経
済
は
減
速
し
た
が
、

大
規
模
な
景
気
て
こ
入
れ
策
で
成
長
率
が
押
し
上
げ
ら
れ

た
。

　

大
和
総
研
の
25
年
の
世
界
経
済
見
通
し
で
は
、
日
本
１
・

６
％
、
米
国
２
・３
％
、
ユ
ー
ロ
圏
１
・３
％
、
英
国
１
・４
％
、

中
国
４
・５
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
阻
害
し
得
る
最
大

の
懸
念
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
政
策
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

自
由
貿
易
体
制
は
同
盟
国
間
で
あ
っ
て
も
容
易
に
形
骸
化

し
、
仮
に
関
税
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
各
国
間
で

の
保
護
主
義
政
策
の
応
酬
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
次

に
、
世
界
の
企
業
行
動
に
も
影
響
す
る
供
給
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
自
国
優
先
や
経
済
安
全
保
障
優
先
へ
の
対
応

が
一
層
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
三
つ
目
、
財
政
政
策
に

つ
い
て
は
、
24
年
の
各
国
選
挙
で
与
党
が
軒
並
み
苦
戦
し
た

よ
う
に
、
国
民
の
生
活
不
安
や
不
満
が
高
ま
っ
て
お
り
、
新

政
権
に
は
そ
の
対
処
が
求
め
ら
れ
る
が
、
財
政
不
安
や
過

度
の
金
利
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。
最
後
に
金
融
政
策
で
は
、

日
米
欧
中
の
四
極
間
で
の
金
融
政
策
の
ス
タ
ン
ス
の
差
は
当

面
広
が
っ
て
い
く
と
見
ら
れ
、
ま
ち
ま
ち
な
金
融
政
策
の
方

向
性
は
、
状
況
次
第
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
き
な
変
動
を
も
た

ら
し
得
る
だ
ろ
う
。

　

25
年
の
世
界
経
済
は
、
昨
年
消
え
た
は
ず
の‶

荒
波
〟

が
復
活
し
、
各
国
の
経
済
が
目
指
す
正
常
化

（
ポ
ス
ト
イ

ン
フ
レ
）
に
至
る
か
、
不
確
実
性
が
高
ま
る
懸
念
が
あ
る
。

望
ま
し
く
な
い
イ
ン
フ
レ
再
燃
の
芽
は
多
く
、
そ
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
が
試
さ
れ
る
年
と
な
ろ
う
。

文
＝
株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　

内
野 

逸
勢

２
０
２
４
年
の
世
界
経
済
の
回
顧
と 

　
　
　
　

２
５
年
の
見
通
し
の
留
意
点

流
を
読
む

潮

２

欧中

潮
流
を
読
む
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事業承継に 

関するセミナー等

全体では「現状を維持したい」が52.1％と最も多く、次いで「拡大したい」が35.2％いるものの、一方で「廃業し
たい」も9.4％います。これを事業規模別で見ると、「廃業したい」は、小規模事業者以外では1.5％にとどまるの
に対し、小規模事業者では13.4％と1割を超えている現状にあります。

「廃業したい」と回答した方にその理由を聞くと、「息子・娘がいない、継ぐ意志がない」と「適当な後継者が見つ
からない」が、それぞれ35.0％と最も多く、「事業に将来性がない」が10.0％と続きました。

2

現在利用している又は今後利用したい事業承継支援、 
サービスについて教えてください。

※2024年12月13日～2025年1月
15日、白河商工会議所会員を対象
合計221社が回答。

景況観や経営上の問題点について
経営者にアンケートを実施。
その結果を紹介します。 
くわしい内容はWEBをご覧ください。

check！

小
規
模
事
業
者
の1　

割
超
が

「廃
業
し
た
い
」

経
営
課
題
・
販
売
促
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

Q    
2位

補助金等 
活用支援

まずは、経営指導員にご相談ください！
現状の経営課題を洗い出し、事業計画書や活用できる補助金に

ついて丁寧に支援を行います！ セミナーでは、専門家が後継者

向けの財務支援や承継の準備等を解説します！

１位

約半数の企業が

事業承継計画 
策定支援

「不要時消灯の徹底」に取組んでいる
事業所内で取組んでいる環境対策活動として、「不要時消灯の徹底」（58.6％）、「使用済み封筒や裏紙等の
再利用」（48.8％）、「コピー用紙の使用量削減」（43.3％）が上位に挙がり、身近なところからできる活動から　
実行している企業が多く見られました。
このような取組みの成果として、省エネの効果のほか、「コスト削減」（50.5％）、「業務改善」（20.2％）も実感で
きている事業所が多い結果となりました。

CO₂チェックシートで 

「見える化」に取組もう！

Excelシートに月々の電気等の
使用料を入力するだけ！

CO₂排出量や電気使用量が 
簡単グラフ化！

ダウンロードはこちら

今後の事業運営について教えてください。Q    
全体

小規模事業者以外

小規模事業者

%35.2 %52.1

%1.5

%9.4

%47.7%50.8

%28.9 %52.8 %13.4

%3.3

%4.9

拡大したい 現状を維持したい 縮小したい 廃業したい

事業所内で取組んでいる「環境対策活動」を 
　　　　　　　　　　　　　　　教えてください。Q    

※小規模事業者とは…製造業その他：従業員20人以下、商業・サービス業：従業員5人以下の事業者
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そのお悩み、専門家に 
相談してみませんか？

事前にご予約をお願いします　☎0248-23-3101

内 容 相 談 機 関 日 時

無料法律相談 吉川 幸雄 弁護士 ３月11日(火) 
13時～15時

金融相談 日本政策金融公庫
郡山支店国民生活事業

３月12日(水) 
10時30分～12時

無料経営相談 福島県よろず支援拠点 ３月25日(火)
10時～16時

働き方改革相談 福島県働き方改革支援センター ３月14日(金)
13時～17時

金融業部会掲示板

白河信用金庫　本店　☎22-3171

詳細は
WEBより

CONTACT US

白河商工会議所会員数　2025.2.28現在　1,125事業所　

～ 専門家相談会 ～

白河信用金庫 
便利なサービスのご案内

「はくしん」では、ビジネスの合理化や充実した暮らしにお役
立ていただける便利なサービスをご用意しています。
例えば…
● 給与自動受取サービス（給与振込）
　毎月の給与や賞与をお勤め先から、自動的に指定の預金
口座へ入金、早くて安全･確実・便利
その他にも各種サービスがございます。

◆地方税の納付は早くて便利なATMで
QRコードのついた納付書ならATMで納付できます。
                                                 このマークが目印！　➡ 
詳しくはお近くの本店・支店までお問合せください。

お
知
ら
せ

　2月13日(木)、シン鹿島にて、永年にわたり各事業所において尽力している従業員30名を表彰する第66回優

良従業員表彰式を挙行しました。会頭挨拶の後、井上副市長より祝辞があり、受賞者を代表して住友ゴム工

業株式会社の高杉亮様が謝辞を述べました。受賞者の皆様、誠におめでとうございました。

高杉　亮　　　　住友ゴム工業 株式会社 白河工場

安達　博　　　　住友ゴム工業 株式会社 白河工場

鈴木　恵美子　　医療法人社団 慈泉会

荒川　和雄　　　株式会社 東工業

高宮　秀男　　　株式会社 東工業

大森　孝典　　　株式会社 東工業

今井　由美　　　株式会社 東工業

市川　誠　　　　協業組合県南廃棄物センター

辺見　淳　　　　協業組合県南廃棄物センター

兼子　守　　　　株式会社 兼子組

星　繁久　　　　株式会社 東工業

柳下　美智子　　税理士法人 大手門会計

鈴木　真理子　　有限会社 エスエスパックス

吉田　京子　　　株式会社 セイビ

川野輪　早貴　　白河信用金庫

佐藤　陽子　　　白河信用金庫

小林　豪志　　　株式会社 兼子組

須藤　涼　　　　株式会社 兼子組

浅倉　優也　　　株式会社 兼子組

野木　雄太　　　福島県南土建工業 株式会社

松下　義行　　　株式会社 東工業

庄司　圭一　　　株式会社 東工業

佐久間　友樹　　税理士法人 大手門会計

齋藤　猛　　　　有限会社 エスエスパックス

穗積　真吾　　　株式会社 桜交通

皆川　理恵　　　株式会社 桜交通

鈴木　真樹　　　株式会社 桜交通

中村　仁美　　　株式会社 トリネックス白河工場

宇内　泉　　　　株式会社 トリネックス白河工場

内藤　剛久　　　株式会社 トリネックス白河工場

勤続５年以上

第66回優良従業員表彰式

勤続30年以上

勤続20年以上

勤続10年以上
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「
最
終
回
」
渋
沢
栄
一
の
人
を
見
抜
く
力

沢
栄
一
は
、
約
５
０
０
の
会
社
、
６
０
０
の

社
会
事
業
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
常
人
に
は

不
可
能
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
業
績
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
一
人
で
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

彼
に
は
人
を
見
抜
く
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

適
材
を
適
所
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
大
勢
の
人
々
を

巻
き
込
み
つ
つ
、
事
業
を
成
し
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
彼
に
は

「
人
を
見
抜
く
力
」
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
に
は
若
い
頃
か
ら
社
会
に
揉
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
の

「三
国
志
」
の
時
代
、
切
れ
者
の
象
徴
だ
っ

た
の
が
諸
葛
孔
明
で
し
た
が
、
一
つ
大
き
な
弱
点
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
を
見
る
目
が
な
か
っ
た
こ

と
。
だ
か
ら
こ
そ
子
飼
い
の
部
下
だ
っ
た
馬
謖
（ば
し
ょ

く
）
の
力
を
見
誤
っ
て
抜
擢
、
作
戦
を
大
失
敗
さ
せ

て

「
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
」
と
い
う
故
事
を
残
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
孔
明
ほ
ど
の
人
物
が
人
を
見
る
目
が

な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
若
い
と
き
に
田
舎
で
晴
耕

雨
読
の
生
活
を
し
て
い
て
、
社
会
に
揉
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
栄
一
の
場
合
、
若
い
と
き
か
ら
掛
け
売
り
商

売
に
い
そ
し
み
、
志
士
た
ち
と
交
流
し
、
幕
臣
に
な

り
、
社
会
で
揉
ま
れ
続
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
人
を
見

る
目
を
養
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
栄
一
は
、
『
論
語
』
の
次
の
人
物
鑑
定
法

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

・
人
を
見
る
の
に
、
現
在
の
行
動
を
観
察
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
動
機
は
何
か
、
ま
た
ど
ん
な
結
果

に
満
足
す
る
の
か
ま
で
突
っ
込
ん
で
観
察
す
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
ど
ん
な
相
手
で
も
本
性
を
隠
し
き
れ

な
く
な
る

（
子
曰
く

「
そ
の
以

（
な
）
す
所
を
視
、

そ
の
由
る
所
を
観
、
そ
の
安
ん
ず
る
所
を
察
す
れ
ば
、

人
焉

（
い
ず
く
）
ん
ぞ
か
く
さ
ん
や
、
人
焉
ん
ぞ
か

く
さ
ん
や
」）
『論
語
』
為
政
篇

　

こ
の
一
節
を
栄
一
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
ま
す
。

　

「そ
も
そ
も
人
物
を
観
察
す
る
の
に
、
第
一
に
そ
の

人
の
外
面
に
あ
ら
わ
れ
た
行
為
の
善
悪
や
正
邪
を
視

る
。
第
二
に
そ
の
人
の
こ
の
行
為
は
何
を
動
機
に
し

て
い
る
も
の
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
。
第
三

に
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
そ
の
人
は
何
に
安
心
す
る

の
か
、
何
に
満
足
し
て
暮
ら
し
て
い
る
か
を
察
知
す

れ
ば
、
必
ず
そ
の
人
の
本
当
の
性
質
が
明
瞭
に
な
っ

て
く
る
」
（『論
語
講
義
』
引
用
者
訳
）

　

簡
単
に
言
え
ば
、
「
実
際
の
行
動
は
ど
う
か
」
「
そ

の
動
機
は
何
か
」
「何
に
満
足
し
て
生
き
て
い
る
の
か
」

を
見
れ
ば
、
相
手
の
真
実
は
見
え
て
く
る
と
い
う
の

で
す
。

　

い
う
な
れ
ば

「
人
間
通
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
栄

一
は
あ
れ
ほ
ど
の
偉
人
た
り
得
た
面
が
あ
る
の
で
す
。

文
／
作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
客
員
教
授　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

守
屋　

淳

連
載　

渋
沢
栄
一
と
そ
の
思
想
に
学
ぶ

渋
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※　　　　　は前月との比較。

建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業

全国 1.251.25倍

県内 1.251.25倍

有効求人倍率(12月)

36人
42人

78人

男：28,12128,121人
女：28,14028,140人

56,26156,261人

白河市内人口(２月)

1世帯

24,27524,275世帯

白河市内世帯数(２月)

1,937人

1,738,2281,738,228人人

福島県内人口(１月)

　県内の雇用情勢は、引き続き求人が求職を上回って推
移しており、一部に持ち直しの動きがみられる。

日本商工会議所
ＬＯＢＯ調査ＨＰ

　業況の全産業DIは前月と比べて-0.1ポイント下降しました。
　業種別にみると、小売業は+0.2ポイント上昇しました。 
　一方で、建設業は-0.7ポイント、製造業は-0.3ポイント下降し
ました。
　卸売業・サービス業は横ばいでした。
　規模別に見ると、小規模、それ以外はともに下降しました。

2025年２月LOBO調査

白河商工会議所管内の業種別業況

－

－

白河商工会議所調査報告

  昨年9月にオープンしたシン鹿島さんでは、宴会や講演会、会議など、お客様のご要望に
応じ、用途に合わせた落ち着きのある心地よい空間でサービスを行っています。同窓会や
長寿の御祝など様々なシーンでご利用いただけます。ラウンジからは、四季折々に変化す
る庭園の景色を楽しむことができます。お越しいただいたお客様に「気持ちよく過ごして
もらい、楽しんで帰ってもらいたい」という思いをモットーに日々真心を込めてサービスを
提供しています。
正式なグランドオープンは６月の予定ですが、ご相談に応じてご要望に沿った対応をいた
しますのでぜひお気軽にお問合せください！

事 業 所 情 報

事 業 所 名
代 表 者 名
事 業 内 容
所 在 地
連 絡 先
定 休 日
営 業 時 間

(株)シン鹿島
青木　大
宴会場・会議室等の提供
白河市北中川原55
0248-21-7540
水曜日
11：00～21：00

宴会場
わが社のイチ推し

今月のイチ推しは「シン鹿島」さん

▲ 緑豊かな庭園を眺めながら特別なひとときを


